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ハタケシメジ ［Lyophl Jum decast (Fr. :Fr.) Sing. ］はヨーロッパ，北ア
メリカ，アジアなど北半球の温帯地域に広く分布し，我が国では秋に林内や庭
園，畑地，道端などの他，ときには床下に多数群生する美味なきのこである









ホンシメジの形態に比較的よく似たヒラタケ ［Pleurots ostreau (J問. :Fr.) 
Kumer ］が「人工しめじJという商標で1970 年代から周年栽培が始められた．
1980 年代になると，さらにホンシメジと形態がよく似ており，また，歯触りが
とラタケに比べて格段に優れたプナシメジ ［Hyps i zygus maroeus (Peck) 
Bigelow ］の栽培が始まった．当初，プナシメジはシロタモギタケ ［Lyoph 1 um 










少ないため，その研究は一時中断した. 1980 年代になると，福島県（渡部， 19
84 ; 1985 ; 198 ）や山形県（三河ら， 1986 ），兵産県（塩見， 1987 ）などの林業
試験場でハタケシメジ栽培技術の研究が始められた. 190 年代に入ると秋田県




年から栽培に関する研究を再開し，その成果を報告している（衣田， 198 ; 19




































ことにより，ベニタケ属 ［Rusla ］，テングタケ属 ［Amani ta］，スッポンタケ属
[Phalus ］，アワタケ属〔Xerocmus ］，タマチョレイタケ属 ［Polyprus ］，ヒト
ヨタケ属［Copr inus] (Franke, 1973 ；北本ら， 1986 ），ヒラタケ馬 ［Pleurots]
（馬替ら， 1987 ; Sagw et a 1, 193 ）の分類やシイタケ ［Lent inus edos 
(Berk. ) Sing. J （善如寺， 198 ; Ohmas 企Hurkaw, 1986 ），とラタケ［Pleurots
ostreau (Jaq. :Fr.) Kumer] (Kulkarni, 1986 ；衣回， 198; 193 ），エノキタ
ケ ［Flamuin velutips (Curt:F.) Sing. ］（野上ら， 19 ），ナメコ ［Pholita
nameko σ. Ito) S. Ito et Imai] （増野， 192 ），マイタケ ［Grifola frondsa 
(Fr.) S.FGray] （大政ら， 198 ），ナラタケ ［Armila mela (Vahl ex Fr.) 

















1 .  1 供試菌
Table lに示すハタケシメジ4菌株を供試した．各菌株とも，試料の菌糸体
は， lOm 三角フラスコに各20ml 入ったSM  Y培地（スクロース 1%，麦芽エ




Table 1. Derivaton of strain of Lyophl lum decast. 
Stock Nos. Isolated years Localites 
NLD-01 1980 Nosegaw, Nar pref. 
NLD-03 198 Soni, Nar pref. 
NLD-04 198 Asuka, Nar pref. 
NLD 姻05 198 N isyosino, Nar pref. 
1. 2 粗酵素液の抽出
培養菌糸体（Fig. 1 A）は水洗して諒紙で除湿したあと，菌体1g （湿重）当
たり lmlの0.lmo リン酸緩密液（pH 7. O）を加え，ホモジナイザーで破砕した．
そのあと， 14,0 rpm で15分間遠心し，上澄みを粗酵素液とした．
子実体（Fig. 2 B）は傘と柄の部分に分け，それぞれ生重 1g当たり lmlの0.





ポリアクリルアミドゲルは7.5% の分離ゲル（凶 8.9）の上に3.75% の濃縮ゲ
ル（pH 6. 7）を重麗し，その上に粗酵素液を加えた．泳動は電極用緩衝液とし
てpH 8.3 のグリシン・トリス緩衝液を用い， 34 mAの定電流で3時期行った（Fig.
2) . 
1 .  4 酵素の染色法
酵素の染色は，白石（1987 b）の方法で行った．すなわち，エステラーゼ
( E C 3.1. 1. E S T ）の染色に必要な反応液は，次のようにして調製した． α 
ナブチルプロピオネート50 mgを25 mlのエチルアルコールに溶かした溶液3凶
と， αナフチルアセテート46 mg を25 ml のエチルアルコールに溶かした溶液
1. 5 mlをpH 7.0 の0.1 mol リン酸緩衝液150 mlに加え，さらに，ファーストブル
-R 塩150 mg を溶かし， i慮紙で漉過したあと使用した．染色は30℃の慎温器内
で30分間行い，そのあと発色を50% のエチルアルコールで閤定した．
リンゴ酸脱水素酵素（EC1. 1. 37. MD H）の染色の反応液調製法は，次の
通りである．トリズマプレセット76 mgを10 mlの純水に溶かしたpH 7.0 の綾衝
液に，炭酸ナトリウム1.215 gとD Lリンゴ酸1.34g を10 mlの純水に溶かした
水溶液lOm を加えた溶液を用意し，そこへ， 2.5%のNAD （ニコチンアミドア
デニンデイヌクレオチド）水溶液， 1%のNBT （ニトロブルーテトラゾリウ
ム）水溶液， 0.1% PMS （フェナジンメトサルフェート）水溶波をそれぞれ2
mlずつ加えた．染色は30℃の恒温器内で 1時間行い，そのあとエチルアルコ
ール10 湿lに氷酢酸10% 水溶液10 mlを加えた液で題定した．
パーオキシダーゼ（E C 1.1. 1. 7. P 0 D）の染色には， pH 4.5 の0.1 mol トリ
ス酢酸緩衝液160 mlに， 3－アミノ 9』エチjレカルパゾル84 mgとβナフトール58
mgを含むアセトン溶液40 mlを加えて漉過した溶液を使用した．使用車前に10倍






Glycine-trs bufer 俗H8. 3) 
3. 75 気 spacer ge I (pH 6. 7) 
Polyacrmide 
7.5 免 γun i ng ge I (p宜8. 3) 
十J：＞＞：・：；：1 ・向c i町 tris b凶 er (pH 8・3).. ；·~. -:J 
34 mA/slab gel for 3 hours 
Fig. 2. Condit of polyacrmide gel elctrophsi. 
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2 .結果と考察
2 . 1 エステラーゼ









ると， NLD-01 とNLD ”03 の各培養日数のザイモグラムには，他の 2茜株には検
出されなかったRf億（Relativ value to the front ：分離ゲルの揚からBP マー
カーまでの距離を lとし，バンドの相対移動距離を測定した数値） 0. 26とRf値
0.28 のバンドが存在した．このことから， NLD ”01 と斑3・03 の2菌株は， NLD-
04 とNLD-05 の2菌株と識別された．そして NLD-01 とNLD ”03 の菌糸体のザイ
モグラムでは， NLD 剛01 の各培養日数の菌糸体のザイモグラムには， NLD 帽03 か
ら検出されたRf値0.72のバンドが存在しないことから，両者は識別された．ま
た， NLD-04 と氾D-05 の菌糸体のザイモグラムでは， NLD 幽04 には批D胸05 に検出
されたRf値0.13, Rf値0.17, Rf値0.21 のバンドが存在しないことから，この 2菌
株も識別された．以上のことから 4菌株は栢互に識別され それぞれ異なる
系統であると考えられる．
つぎに， 4薗株の子実体のザイモグラムを比較すると， NLD 咽01 とNLD-03 の
傘と柄のザイモグラムには， NLD 帽04 とNLD 帽 05 に検出されたまf値0.17 のバンドが
検出さなかったことから 紅D-01 と氾D-02 の2菌株は，況D岨 04 と姐.D-05 の2
頭株と識別された. NLD-01 とNLD 心03のザイモグラムでは， NLD-01 にはNLD-03
から検出されたRf値0.82 のバンドが存在しないことから，両者は識別された．
また， NLD-04 とNLD 心05のザ、イモグラムは，それぞれの傘と柄のザ、イモグラム
9 




NLN-01 NLD-003 NLD-004 NLD-005 
Fig. 3. Estera zymogras of mycel ia of L. decaste. 
Legnd : Cultre periods ( 1  : 27 days, 2  : 37 days, 3  : 48 days ) 
10 
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NLD-01 NLD-03 NLD-04 NLD ー005
Fig. 4. Estera zymogras of fruit-bodes of L. decaste. 
Legnd: Parts of fruit-bodes ( 1: cap, 2: stem) 
1 
Table 2. Number of bands in estra zymogras from mycelia and fruit-bodes of L. decast. 
Stock Nos. NLD-01 NLD-03 NLD-04 NLD 輔05
Cultre periods of mycelia (days) 27 37 48 27 37 48 27 37 48 27 37 48 
Total number of bands 12 10 10 20 8  8  7 6 5 10 8  8 
Total number of bands aperd in 9 7 5 7 
comn with evry cultre period 
Total number of bands aperd in comn 2 
幽制ι with evry stock and cultre period 
ぬ Parts of fruit ‘bodies cap stem cap stem cap stem cap stem 
Total number of bands 10 7 14 8 13 1 13 1 
Total number of bands aperd in comn 7 7 8 8 
with evry part of fruit-bodies
Total number of bands aperd in comn 1 
with evry stock and part of fruit-bodies
が同じであることから この2菌株の識別は不可能であった．
2 .  2 リンゴ駿脱水素欝素












NLD-03 のいずれの培養日数の菌糸体のザイモグラムには NLD-04 とNLD-05 に
は検出されなかったRf値0.1 のバンドが存在したことから， NLD-03 はNLD 心04と







モグラムを個々に比較することによって， NLD 心04とNLD-05 の2菌株は識別さ
れた．以上のことから NLD-01 NLD-03 NLD-04 およびNLD-05 は異なる系統
であると考えられる．
一方， 4蕗株の子実体のザイモグラムを比較すると， N工D”01 の傘と柄のザイ
モグラムには，他の3菌株から検出されないRf値0.32 のバンドが存在したこと
13 





1 2  3 1  2  3 1  2  3 
l錦、：1 um ，.肝〉円 〜、、 川 仇
NLD-001 NLD-04 NLD-05 NLD-03 
Fig. 5. Malte dehyrognas zymogras of mycelia of L. decast . 
-． 
Legnd : Cultre periods ( 1  : 27 days , 2  : 37 days, 3  : 48 days ) 
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Fig. 6. Malte dehyrognas zymogras of fruit-bodes of L. decast. 
Legnd : Parts of fruit ・bodies ( 1  : cap, 2  : stem ) 
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Table 3. Number of bands in malte dehyrogenas zymogras from mycelia 
and fruit-bodes of L. decas tes. 
Stock Nos. NLD-01 NLD-03 NLD-04 NLD-05 
Cultre periods of mycelia (days) 27 37 48 27 37 48 27 37 48 27 37 48 
Total number of bands 5  5  5 8 8 9 10 5 6 6 5  5 
Total number of bands aperd in 5 8 5 4 
comn with evry cultre period 
Total number of bands aperd in comn 2 
窃 with evry stock and cultre period 
国欄品
Part of fruit ”bodies cap stem cap stem cap stem cap stem 
Total number of bands 8  7  7 4 8 5 8 9 
Total number of bands aperd in comn 6 4 5 6 
with evry part of fruit-bodies
Total number of bands aperd in comn 2 
with evry stock and part of fruit-bodies
から， N工D珊01 は他の3菌株と識別された. NLD-03 の傘と柄のザイモグラムに
は， NLD 岨04 とNLD 幽05 から検出されたRf値0.28 のバンドが存在しないことから，
NLD 心03は他の2菌株から識別された．況D”04 とNLD 幽 05 は，それぞれの菌株の
傘と柄に共通のバンドでは両者の識加が不可能であったが，両者の柄のザイモ









れらのザ、イモグラムを比較すると， NLD 岨 01 とN工D-03 のザイモグラムはバンド
数やそのまf値が同じで，両者にはNLD 岨04 とNLD ”05 から検出されたRf値0.24 とRf
値0.26 の2本のバンドが存在しなかったことから， NLD-01 とNLD 帽03 の2菌株は
NLD 心04とNLD ”05 から識別された. NLD “04 とNLD-05 のザイモグラムでは， NLD-
04 にはNLD 岨 05 から検出されたRf値0.24 のバンドが存在しないことから，両者は
識別された．
一方，子実体のザイモグラムでは4欝株の傘から 3本，柄から 3 ～ 4本のバ
ンドが検出された．傘のザ、イモグラムは4菌株ともバンド数やそのRf債が同じ
であったことから， 4蕗株を識別することは不可能であった．しかし，柄のザ
イモグラムは， NLD-01 とNLD 欄03 にはNLD-04 とNLD-05 から検出されたまf値0.41
のバンドが存在しなかったことから， NLD 欄 01 とNLD 司 03 の2菌株はNLD-04 と
NLD 心05 の2欝株から識別された．しかし， NLD-01 とNLD-03 の柄のザイモグラ
ムは，バンド数とそのRf~直がそれぞれ関じであり，また， NLD心04 と NLD 司 005のザ
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Table 4. Number of bands in peroxidase zymogras from mycelia and 
fruit-bodes of L. decast. 
Stock Nos. NLD-01 NLD-03 NLD-04 NLD 司05
Cultre periods of mycelia (days) 27 37 48 27 37 48 27 37 48 27 37 48 
Total number of bands 1 1 2 3 
Total number of bands aperd in 
comn with evry cultre period 
Total number of bands aperd in comn tv with evry stock and cultre period 。
Part of fruit-bodies cap stem cap stem cap stem cap stem 
Total number of bands 3  3  3 3  3 4 3  4 
Total number of bands aperd in comn 3 3 3 3 
with evry part of fruit-bodies 
Total number of bands aperd in comn 3 


































Table 5. Isozyme paterns of estra, malte dehyrognas and peroxidas 
zymogras from mycelia and fruit-bodes for the identfcaion. 
Estera zymogras 
描ycelia Frui t幽bodies
Rf 0.13 Rf 0.17 Rf 0.21 Rf 0.26 Rf 0.28 設f0. 72 Rf 0.17 Rf 0.82 
NLD-01 十 十
NLD 岨03 ＋ 十 十 十
NLD-04 十
NLD “05 十 十 十 一 十
出alate dehyrognas zymogras 
出yce 1 i a Fruit-bodes 
Rf 0. 1 Rf 0.2 Rf 0.28 Rf 0.32 まf0.38 Rf 0.41 
NLD-01 十
NLD-03 十 十
NLD-04 十 ＋ 
NLD-05 十 十 十 ＋ 
Peroxidas zymogras 
Mycelia Frui t蝿bodies
Rf 0.24 Rf 0.26 Rf 0.41 
NLD ”01 
NLD-03 
NLD ”04 ＋ 十

















シメジ ［Lyophlum decast ( Fr. :Fr.) Sing. ］は，ホンシメジ［L. shimej i 




と報告されている（小Jfl' 1968 ；相良， 198 ）ことから，木材腐朽菌であるこ
とが推測される．このハタケシメジはヨーロッパ，北アメリカ，アジアなどのぷ
北半球の温帯地域に広く分布する美味な食用きのこで 近年その栽培が試みら













室生村向潟に発生したハタケシメジは， Fig. 9  ( a ）に示すように子実体か
ら地下約40cm まで菌糸束が伸び，枯れた根につながっていた．その根を検鏡す




Fig. 9. Fruit-bodes and rhizomes of Lyophl_μm decast. 
Legnd : a  : From Muro, Nar Prefctu, 






























































































2. I .  I 材料と方法
ノてーベンダム反応の基質として没食子酸，タンニン駿， αーナフトーjレおよ
びpークレゾールを用いた. PD A培地（ジャガイモ煎汁寒天培地）に没食子
酸，タンニン酸およぴpークレゾールは10 pm ，αーナブトールは58 pm を
加えた．各基質を加えたP D A培地をオートクレーブで殺菌したあと，シャー
レに分注し，あらかじめP D A培地で培養したTable 5に示すハタケシメジ10
27 












色反応はハタケシメジの系統間で差が認められ， NLD-04 のタンニン酸， αー
ナブトールおよびNLD-013 の没食子酸，タンニン酸を加えた塔地ではかすかな呈
色が認められただけである. 3種の基質におけるハタケシメジ10系統の呈色反








2. 2. 1 材料と方法
スギおが屑，コーンコプ，オルガ（鹿沼土のふるいかす）および米糠を容積
比で 2 : 2  : 2  : 1の割合で混合し，合水率が63% になるように水を加えた培
地を20 mlの三角フラスコに10 gずつ詰め，あらかじめ65℃で48時間乾燥して
重量を測定したスギ ［Cryptomeia japonic D. Don ］辺材（ 20 ( R）×2 (T) 
×4 (L) m）とプナ ［Fagus crenat Blume ］辺材（20 ( R）×20 (T）×4 
29 
Table 6. Derivaton of strain (Lyophl lum decast and 
Pleurots ostreaus). 
Stock Nos. Isolated years Localites 
NLD-01 1980 Nosegaw, Nar pref. 
NLD ”03 198 Soni, Nar pref. 
NLD 備04 198 Asuka, Nar pref. 
NLD-05 198 Nishyon, Nar pref. 
NLD-01 1985 Nishyon, Nar pref. 
NLD-01 198 Sakuri, Nar pref. 
NLD-012 19 Taktori, Nar pref. 
NLD ・013 190 Sakuri, Nar pref. 
NLD-014 190 Ouda, Nar pref. 
NLD-015 19 話uro, Nar pref. 
NPO ・63* 198 Goju, Nar pref. 
＊ A strain of Pleurots ostreau 
30 
Fig. 12. Bavendm's reactions on galic acid, tanic acid ，α－naphtol 
and p-cresol by 10 strain of Lyophlum decast ( 3 days 
after inoculat ). 
Legnd: 1  : Galic acid, 2  : Tanic acid, 3 
4  : p-creso I. 
31 
α－naphto 1, 
Table 7. Bavendm's reactions on galic acid, tanic acid, a -naphtol, and 
p-cresol by 10 strain of Lyophlum decast (15 days after inoculatn). 
Strain Nos. Galic acid Tanic acid α暢naphtol p-cresol 
Contrl 一 一 一
NLD 岨01 十 十＋ ＋十十 一
NLD-03 十 ＋ 十ー ト＋ 一
NLD-04 十 土 十 一
NLD-05 十 十 十十 一
況.D-01 十＋ 十 ＋＋＋ 一
NLD-01 十 ＋ ＋＋＋ 
NLD ”012 ＋ ＋＋ 十十十 一
NLD-013 土 ＋ 十十十 一
NLD ”014 ＋ 十＋ ＋十＋
NLD-015 ＋ ＋ ＋＋＋ 
NPO ・63* 十十十 十＋＋ 十十十
Legnd ：一：Negativ ，土：胃eak reaction ，十：Positve,
+: Strong reaction ，十＋＋：Very strong reaction, 
*: A strain of Pleurots ostreau . 
32 
( L) m）の木片を置床した．これらを殺菌したあと，あらかじめ同じ培地で





して菌糸を除去した（Fig. 14) .そして， 65℃で48時間乾燥し，重量減少率を
調べた．各試験区は10本で、ハタケシメジ3系統の60日培養は3回繰り返した．




自のプナ木片はNLD 岨01 が3.7土1.9% NLD 心03が2.3 土1.2%そしてNLD-04 がz.1 
土1.2%の重量が減少した．スギ木片ではNLD 咽 01 が0.7土1.% の重量減少率が認
められたが， NLD ”03 とNLD-04 ではそれぞれ1.5土1.7% と1.7土1.% の重量が増




5. 6土0.8% ，況D幽03 が3.6 土0.9%，そしてNLD-04 が3.8 土0.9%で，それぞれの
60日培養のものに比べて増加した．しかし，いずれもヒラタケ60日培養の重量
減少率よりも小さかった．
スギではNLD-Oli 宝1. 土1.0% の重量を減少させ， NLD-03 と斑J)-04 ではそれ























































Fig. 14. Wod blocks of buna and sugi. 
Legnd : A  : Sug i, B  : Euna, 
1: Befor sterilzaon, 2: After sterilzaon, 
3  : 60 days after inoculat, 4  : After washing. 
35 
自珪盟 After autoclaved 
~ Contrl (cultred for 60 days ) 
~ Contrl (cultred for 90 days) 
径翠溜 NLD 心Ol(cutred for 60 days) 
藤翠翻 NLD 心Ol(cutred for 90 days) 
NLD 心03( cultred for 60 days ) 
NLD 心03( cultred for 90 days ) 
NLD-04( cultred for 60 days ) 
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(cultred for 60 days and 90 days). decast caused by L. lose of wod blocks of buna and sugi Weight 15. Fig. 
プナが0.5 土0.4% ，スギが0.2 土0.4% の重量が減少したが，培養後90日目では
プナが0.9 土0.3% ，スギが1.9土0. 5%の重量が増加した．また，殺直亘後にブ























ハタケシメジ ［Lyophl lum decast ( Fr. : Fr.) Sing. Jはリグニン分解能
を有する白色腐朽菌（衣回ら， 195 ）で，ホンシメジ ［Lyophlum shimej 
(Kawm. ) Hong ］に劣らず美味な食用きのこであるため，近年その栽培が各地











1 .  1 材料と方法
1. 1. 1 供試菌株
本研究には， Table 8に示す奈良県林業試験場ハタケシメジ保容菌株5系統
を用いた．















Nosegaw, Nar pref. 
Soni, Nar pref. 
Asuka, Nar pref. 
詩ishyon, Nar pref. 
Nishyon, Nar pref. 
これらの菌株をあらかじめP D A平板培地で培養し，生育した菌叢から寵径
3 mあるいは 5m のコルクポーラーで打ち抜いた菌糸体小片を接種源に用いた．
1 . 1. 2 培地組成
温度と凶特性の試験では， S M  Y培地（スクロース 1%，麦芽エキス 1%, 
酵母エキス0.4%, pH 6. 2）を用い，それぞ、れの培地を10 ml容三角フラスコに
15 mlず、つ分注し，殺菌した．そのあと，直径5m の接種源を接種した．培地の
pHは，温度特性では6.2, pH特性の試験では3.2 ～8.2 の7段階に調整したのち，
殺菌した．










1 . 2. 1 菌糸体成長の温度特性
ハタケシメジ5系統の各培養温度における菌体乾燥重量を， Fig. 16とTable





















Q) u 9 10 -
'H 0 
rJl 





凸 35 25 30 
（℃） 
5 10 15 20 
Temperature 
。
35 25 30 
（℃） 
5 10 15 20 
Temprature 
35 25 30 
（℃） 









35 25 30 
（℃） 
5 10 15 20 
Temprature 
。
35 25 30 
（℃） 
5 10 15 20 
Temprature 
nununu OS021 ru向的何日同＼









growth of Lyophy 1 Jum de as t es. 
* : Each flask contaied 15ml of mediu. 
Efects of tempraus on mycelia 16. Fig. 
Table 9. Efects of tempraus on mycel ial growth of Lyophl lum decast. 
Strain Nos. NLD-01 NLD ”03 NLD-04 NLD-05 NLD-01 
1℃ 9.0 土1.9*mg 12.4 土1.Omg 10. 土0.9mg 10.6 土1.5mg 10.6 土2.4 mg 
5 17. 7土1.9 17.3 土3.0 16. 7土2.7 17.5 士2.6 15.2 士1.2 
10 19.8 土1.9 3.9 土6.5 3.1 土6. 1 25. 7土2.8 27.9 土3.9
15 3.9 士4.2 40. 7土4.1 46. 7土10.3 52.8 土10. 7 45.6 土8.0
品 20 56.0 土16. 81. 3土21. 9 95.0 土27.3 89. 土17.4 67.3 土14.3幽.＆
25 125.0 土9.8 172. 7士13.6 1. 9土15. 。132. 土1. 7 14. 0土12.4
30 59.0 土1. 3 76.4 土18. 30. 7土7.3 41. 8土7.6 53.1 土9.
35 15. 土2.5 15. 1土3.6 12.6 土3.0 19. 7土5.8 15.2 土4.5
* : Standr ero. 
(Reitsma, 1932 ）である．また，固形培地で菌糸体の伸長を調べた結果では，
マンネンタケ（衣田， 197 ；吉開ら， 193 ）やアラゲキクラゲ（金城・近藤，
197 ）が30℃，ヤナギマツタケが27℃前後（鈴木・近藤， 1980 ），そしてハタケ





1. 2. 2 菌糸体成長のpH特性
Fig. 17とTable 10に， pH 3.2 ～8.2 までの培地におけるハタケシメジ5系統の
菌体乾燥重量を示す．どの系統もpH 3. 2～8.2 で菌糸体の成長が認められた．各
系統の最適pHは， t検定による有意差検定を行った結果， NLD-01 およびNLD-
01 株はpH 6.2 と7.2の関に最適凶があり， NLD 幽03 およびNLD-05 株では5.2～ 
8.2, NLD-04 では7.2 であった．
菌糸体成長の最適初発pHはヒメホウライタケが6.9 (Lindebrg, 193 ），クロ
アワピタケが6.5 ，ヒラタケが6.0 （金城ら， 192 ），マイタケが4. ～4.9 （松
本・大平， 1982 ）と報告されているように，きのこの種によって異なる．ハタ
ケシメジでは永曽・古川（1978 ）が5.0 ，阿部・菅原（193 ）が5.5～6.5 ，そし
て木内・七宮（198 ）が6.0 ～6.5と報告しており，供試した窟株間で最適 pHに
差があると考えられる．また Volz 品Benk (196 ）はきのこの菌糸体成長最
適pHが4～6.5 の範囲にあるものが多く，最も広い範圏のものでも3.0 ～8.5 であ
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growth ()f Lyophlum decast. intal pHs of media on mycelia 
of mediu. * : Each flask contaied 15ml 
Efects of 17. Fig. 
Table 10. Efects of intal pHs of media on 殴yce I i a I growth of L. de as t es. 
Strain Nos. NLD-01 NLD-03 NLD-04 NLD-05 NLD-01 
pH 3.2 5. 土2.4*mg 12.9 土4.0mg 6. 3土2.1 mg 4.9 士1.3 mg 7.8 土3.2 mg 
4.2 14.6 土3. 21. 7土5. 1 13.5 土1.4 13.5 士1.7 12.0 土1.8
5.2 15.3 土5.4 47.1 土8.9 29.4 土10.8 28.6 土5.7 32. 土10.9
6.2 27. 7土9.2 63. 土14.2 57.0 土10. 1 32.5 土4.3 63. 1土10. 9 
.i:: ゐ 7.2 27.1 土5.5 53.8 土20.8 67. 1土9.1 28.9 土4.0 48.5 土13.6．払
8.2 21. 2土3.9 50.4 土10.3 39.2 土8.3 29. 1土3.9 29.1 土5.3
* : Standr ero. 
これらの菌株をあらかじめP D A平披培地で培養し 生育した蕗叢から亘径3









ドキシンをそれぞれ10 μ g/1 とそれら 5種類の混合物50 μ g/I を0.2 μ mのメ
ンプランフィルターで漉過滅蓄して基本培地を加え，恵径 3mの接種源を接種
した．無機塩類は，基本培地あるいは各無機塩類を除いた培地と，基本培地に






重量から接種源の平均乾燥重量 lmg （直径3m）あるいは 2mg （藍径5m）を
差し引いて算出した．栄養要求性の試験は各系統10本ずつ 2回繰り返した．
2. 2 結果と考察
2. 2. 1 炭素源の効果
ハタケシメジ 5系統の蕗糸体成長に及ぼす炭素源の効果を， Fig. 18とTable
12に示す. 6種類の炭素源のうち，最も添加効果が認められたのはフルクトー
スで，どの系統においても最大菌体乾燥重量が得られた．次いでNLD-01 株， NL
D楢03 株， NLD-05 株とNLD 心10株ではグルコースで良好な結果が得られ，またN工
D-03 株， NLD-04 株， NLD-05 とNLD-01 株ではデキストリン添加培地の菌体乾燥
45 
Table 1. Compsitn of basl mediu. 
Sucrose 10 g/l 
Casmino acids 1. 6 
(Vi tam in asy) 
Calz ・ZH20 40 mg/I 
MgS04 ・7H20 370 
KH2P04 170 
FeS04 27.8 
描nS04 ・4註20 2.3 
ZnS04 ・7H20 8.6 
HaBOa 6.2 
KI 0.8 
関azMo04 ・2Hz0 0.25 
Thiamn HCl 0.1 
CuS04 ・5H20 0.25 































G F E 。
Legnd 
c B A G 
NLD ・010




F 壬D c 日A 
• G 1 ucose,
D  : Maltose,
















B Carbon fre, 
C : Fructose,
Sucrose, 円HU
A  :30 
20 
10 
G F E 。c 日A G F E 。c B A 
growth of Lyophl Jum decast. various carbon source on mycelia 
mediu. of * : Each flask contaied 15ml 
Efects of 18. Fig. 
Table 12. Efects of various carbon source on mycelia growth of L. decast. 
Strain Nos. NLD-01 NLD-03 NLD 幡 04 NLD 岨05 NLD 幅 01
Carbon fre 3. 9土0.5*mg 3.2 土0.6 mg 2.8 土0.6mg 3. 1土0.8mg 4. 1土1. mg 
Grucose 20. 4±2. 9 ヤ 18.0 土1.5 14.3 土2.0 17. 7土2.9 20.6 土3.
Fructose 25.8 土2. 1 28. 土4.5 19. 0±2.1 21. 5土2.4 35.8 土6.9
Maltose 21. 0土2. 1 18. 土2.3 14. 4±2. 2 14. 士2.0 18.2 土2.4
~ Sucrose 15.6 土2.8 12.8 士1.6 15.6 土2.5 1. 3土1.8 12.3 土2. 1 ∞ 
Dextrin 17. 9±2. 8 18.3 土3. 7 18.4 土3.5 17.9 土3. 19.2 土3.5
Starch 2.1 土3. 13. 土1.9 1. 4土1.7 1.±1.6 14.6 土2.0





1968) .エノキタケ（北本ら， 1985 ），スギヒラタケ（渡辺， 190 ），マイタ






2. 2. 2 窒素源の効果
ハタケシメジ 5系統の菌糸体成長に及ぼす窒素掠の効果を， Fig. 19とTable
13に示す． 6種類の窒素源のうち，どの系統もカザミノ酸添加培地で菌体乾燥
重量が最大であった．無機態窒素源の添加効果は系統関で異なり， NLD-01 株は
硝酸カリウム， NLD-03 株は硫酸アンモニウム， NLD 噌 04 株は硫酸アンモニウム








大きい（鈴木， 19 ）と言われている．クロアワピタケ（金城ら， 192 ）やマ
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Fig. 19. Efects of various nitrogen sources on mycelia growth of Lyophlum decaste. 
* : Each flask contaied 15ml of medium. 
Table 13. Efects of various nitroge source on mycelia growth of L. decast. 
Strain Nos. NLD 剛01 NLD ”03 NLD-04 NLD 司05 NLD-01 
Nitrogen fre 5. 7土0.9 冶g 6.2 土1.Omg 6. 3±1. 3 mg 5. 7土1.3 mg 8. 3±0. 8 mg 
約E山so4 10. 3±0. 9 12.±1. 3 1. 5土0.8 1. 2±1. 4 1. 8土1. 1 
NH4Cl 9. 7士1.6 9.6 土1.3 9. 7±0. 8 9.6 土2. 1 10. 6±1. 3 
NH403 10.±1. 8 8. 8±1. 1 9.5 土1.4 10.9 士1.3 13. 8±1. 4 
(J1 五N03 12. 9±3. 0 9.0 土1.6 10.9 土1.8 10. 6±1. 6 9. 9±1. 3 
圃圃晶
Ca制Q3) 2 7.8 土1.8 8.4 土2.8 9. 7土2. 9.0 土2. 1 9.4±1.9 
Casmino asid 18.2 士1.8 20.5 土2.3 15.4 土1.8 16. 7土1.3 17. 土1. 1 







2. 2. 3 成長因子の効果










アミンの添加効果は，エノキタケ（北本ら， 1985 ）では堵地に30 μ g/l の添加




2. 2. 4 無機塩類の利用
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Fig. 20. Efects of various vitamns on mycel ial growth of Lyophl Jum decast. 
* : Each flask contaied 15ml of medium. 
Table 14. Efects of various vitamns on mycel ial growth of L. decast. 
Strain Nos. NLD 暢 01 NLD 幽 03 NLD “04 NLD-05 NLD-01 
Vitamn fre 13. 土1. 1国g 15. 7土2.7 mg 14. 土1.5m 14.8 士1.6 mg 15. 6土1.9 mg
Mixed vitamns 17.4±1.8 20. 4±2. 2 19.2 土2. 1 15.9 土1.6 18. 土1.8 
Thiamn 18.2 土2.3 19. 土3. 17.6 土2.7 16.8 土1.4 17. 2±2. 1 
Riboflavn 12. 7土1.3 15.0 土1.9 12.8 土1.5 13.5 士1.7 14. 土1.8
Pyridoxne 13. 土2.6 16. 土1. 1 15. 3±1. 8 15.0 士1.2 15. 1土1.6 
Nicotn asid 13.0 土1.7 13. 土2. 1 12.8 土1.5 14.5 土1.3 14. 土1.2 。1
よ為 Inositl 1. 7士1.4 15.4 土1.8 15.0 土1.6 15.4 士1.3 14.6 土1. 1 
* : Standr ero. 
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growth of Lyophlum decast. ions on mycelia 
of mediu. * : Each flask contaied 15ml 
inorgam cvarious Efects of 21. Fig. 
Table 15. Efects of various inorgac ions on mycel ial growth of L. decast. 
Strain Nos. NLD-01 NLD-03 NLD-04 NLD-05 NLD-01 
Basl mediu 18.2 土2.3 冶g 19. 士3.3mg 17. 6±2. 7 mg 16.8 土1.4mg 17.2 土2.1 mg 
Inorgaic fre 16.0 士1.3 19.3 土2.8 17.4 士1.8 15. 9±2. 2 15.9 土2.6
AICla ・6H20 19.2 土1.8 20. 土1. 5 20.5 土1.5 17.8 土1.8 17.8 土1.8 
Al203 ・3Si02 ・5H20 15. 土2. 14. 土1. 7 16.0 土1.8 15.3 士1.6 15.3 土1. 5 
01 * : Standr ero. O> 
実験系において菌糸成長に比較的多量に必要とする無機要素はリン酸，カリ
ウム，マグネシウムァ硫黄で，鉄，マンガン，銅，亜鉛，コバルトはごく微量






















ホンシメジ ［Lyophl Jum shimej (Kawm.) Hong ］に劣らず美味な食用きのこ
であるハタケシメジ ［Lyophl lum decast (Fr. :Fr.) Sing. Jは，近年各地で
その栽培試験が行われている（宍戸， 193 ；宍戸・熊田， 193 ；阿部， 194).
筆者も190 年から栽培試験を始め，その結果を報告している（衣田， 190;













素諮費量の変動を栽培期間がほぼ同じであるプナシメジ ［Hypsizgu maroeus 
(Peck) Bigelow ］と対比して調べた．
1 .培地内温度の変動
1 .  1 材料と方法
奈良県林業試験場保存蓄株ハタケシメジ況D-03 と対照区としてプナシメジ






量でスギおが屑29g ，コーンコプ57g ，オルガ148g ，米糠32g を混合し，含水
率60% になるように水を加えた．再震撹非した培地を65 gずつ， 16本のびん
に詰めた．プナシメジの培地組成は河じく乾燥重量で，スギおが屑48g ，コー
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temprau betwn the growin rom and the mediu 














Fig. 25に示すように， 14, 02 ml （容器内に入れたセンサーと 5本の栽培ぴん，
ファンの体積を除いた体積）の密閉系のアクリル立方体容器の中に， 1 . 1で
述べた栽培条件で培養した培養ぴん 5本をキャップを取って入れ，酸素濃度
20. 7%の混合ガスを充満させたあと， 1時間後の酸素濃度を測定した．そし
て， I時間後の測定値から，次式で栽培ぴん 1本の 1時間当たりの酸素消費量
を算出した．








らに減少を続け，接種後初日目には 1時間当たり 12ml ／本と最小になった．そ
の後，接種後85日目頃から原基形成が始まり，それらの成長とともに駿素消費






































































45 40 35 30 25 20 15 10 r:: ;) 
cultivaon of Lyophlum in the 
decast and Hypsizgu maroeus. 
Changes of oxygen consumpti 26. Fig. 
った．
一方、プナシメジの酸素消費量は，菌糸成長が進むとともに急激に増加し，
接種後25日自に 1時間当たり 78.5ml ／本と最大になった．そのあと，急激に減
少し，接種後40～70日目までの間は， 1時間当たり39.4 ～42.6 ml／本の範顕で、
一定となった．茜かき後さらに減少し，接種後75日目には 1時間当たり 23.8
ml／本と最小になった．その後収穫寵前まで増加し，接種後95日目には 1時間
当たり 76. 7ml ／本であった．ハタケシメジの酸素消費量はブナシメジに比べて
最大値が小さく，また最大に達するまでの過程が緩慢であった．
筆者はすでにヒラタケ エノキタケおよびブナシメジの酸素消費量の変動に










































告されている（揺oncalvo 企 Clemen~on, 192 ）ことから，栽培に適した系統を選
抜することが重要で、ある．そのためには，まずハタケシメジの系統識別が必要















































培地p廷は3.2 ～8.2 で菌糸体成長が認められ，最適p廷は系統間で異なるが， 7.2あ
69 
るいは6.2～7. 2と狭い範囲にピークが見られたり， 5.2 ～8.2のように広い範囲
にピークが見られた．



















アミンの添加効果は，エノキタケ（北本ら， 1985 ）では培地に30 μ g/1 の添加





































急激に減少し，接種後40～70日目までの間は， 1時間当たり 39.4 ～42.6ml ／本の
範囲で一定となった．蕗かき後，酸素消費量はさらに減少し，接種後75自自に
は1時間当たり23.8ml ／本と最小になった．その後i反穫直前まで増加し，接種後
95日目には 1時間当たり76. 7ml ／本であった．
筆者はすでにヒラタケ エノキタケおよびブナシメジの酸素消費量の変動に


















































7. ハタケシメジ5系統の培養特性を調べると 菌糸体の培養温度は， l～35
℃で成長が認められ，最適温度は25℃であった. SM Y培地におけるpHは3.2 ～
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Ecolgia and physiolgca charteis of Lyophlum decast wer 
investgad to establi s註 the cultivaon method of L.decast 
The result obtained wer as folws: 
1. Isozyme paterns of estra, malte dehyrognas, and peroxdas from 
mycelia and fruit-bodes of four stock of L. decast wer anlyzed with 
polyacrmide gel elctrophsi for the identfcao betwn the four 
stock. Zymogras of peroxidas for myce 1 ia and frui t暢bodies gave a few 
and indstc bands and proved to be usel for the purose. 
2. By comparing the isozyme paterns of estra from mycelia, the four 
stock wer identf each other. But, for the patens of estra of 
frui t七odies, only the thre stock could be identf. Those of malte 
dehyrognas from myce 1 i a and fru i t七odies wer also usefl for 
identfcao betwn the stock. 
3. Most of zymogras from mycelia changed with cultivaon period, and 
those of cap and stem of the same fruit-body showed difernt number of 
bands and difernt values of their Rfs. 
4. The ecolgy of L. decast was investgad in two locaites, and its 
rhizomps extnd from its fruitng bodies to the decay wod blocks 
or the rots of tre in the earth Thes wod blocks and rots wer 
examind with a  1 ight microspe to detrmin the speci. As a result, 
the speci of the wod blocks was identf to be sugi, Cryptomeia 
japonic D. Don., and the speci of the rots was not detrmin. 
5. Bavendm ’s reactions on gal 1 ic acid, tanic acid ，α－naphtol, and p-
cresol by 10 strain of L. decast wer 。bservd to examin their 
abiltes to decay wod. Al the strain showed positve reaction on al 
excpt p℃re sol. 
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6. 胃eight lose of wod blocks of buna (Fungs crenat Blur 吋 and sugi 
wer investgad on cultre media to whic thre strain of L. decast 
wer inoculated. 官od blocks of buna decras in weight with the thre 
strain, but those of sugi had a decras in weight with one strain and 
an increas in weight with two strain. Therfo, this proved tha L. 
decast is a white 岨 rot fungs whic is capble of degrain 1 ign and 
of roting buna but not sugi. 
7. Cultra charteis of mycelia growth in five strain of L. 
decast wer examind. The optimu temprau for the mycelia growth was 
found to be 25℃. The optimu intal pHs for the mycelia growth on the 
S措Ymediu wer difernt among the strain, each of whic should have a 
varible range from 5.2 to 8.2 
8. Among various carbon source tesd, fructose was utilzed most 
efctivly for the mycel ial growth in al 1 strain. Casmino acid was the 
best nitroge source among the source tesd. 百ie utilzaon of 
inorgac nitroge source was difernt among the strain. Nitrogen 
source such as KN03, （閉山so4, and 悶.4NQ3 wer god for myce I i a growth. 
9. As for vitamns, thiamn and the mixture of five vitamns includg 
thiamn wer utilzed most efctivly for the mycelia growth . The 
aditon of extrnal inorgac salt to the basl media scarely increasd 
the mycel ial growth. The aditon of Al Cb to the basl media resultd in 
a slight increas in the mycel ial growth in one strain. 
10. Changes of the iner temprau of media and the oxygen consumpti 
in the cultivaon of Lyophlum decast wer investgad by comparing 
with Hypsizgu maroeus. 百ie difernc in temprau betwn the 
growin rom and the mediu in the cultivaon of L. decast increasd 
with the myce 1 i a 1 growth.τhe maxiu difernc was 1. 3℃ on the 35th 
day after the inoculat. Then it decras slowy reaching 0.9-1 ℃ 
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after the mycelia growth in the jar during the maturing period. 
1. Oxygen consumpti of L. decast in the jar increasd slowy with 
the mycelia growth after the inoculat, and the maxiu oxygen 
consumpti was 31 ml/hourja. Then, it decras until the treamn for 
fruit-body formatin, and it reachd 16 ml/hourja on the 70th day after 
the inoculat. After the treamn for fruit-body formatin, it 
decras until on the 80th day, and after the primoda formatin it 
increasd until the fruit-body formatin. The maxiu oxygen consu 思ption 
of L. decast was I es than tha of H. .maroeus, and its proces to 
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